
高

有
珠
山
噴
火
の
植
生
被
害
と
回
復

畑

滋

自
然
保
護
を
人
間

に
と

っ
て
好
ま
し
い
方
向

へ
の
生
態
系
管
理
で
あ
る
と
み
る
な
ら
ば
、
火

山

の
噴
火

に
よ
る
生
態
系

の
破
壊
と
回
復

の
過
程
を
解
析
し
、
人
為
的
な
管

理
を
加

え
る
と
い

う
よ
う
な
仕
事
も
自
然
保
護

の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
し

て
日
本
は
火
山
国
で
あ

っ
て
、
土
壌

は

火
山
噴
出
物

の
影
響

を
強

く
受
け
て
お
り
、
火
山
灰

の
性
質
と
植
物

の
生
育
と

の
関

係
を
解
析

す

る
だ
け

で
も
適
切
な
植
生
管

理
に
大
き

く
貢
献
す

る
資
料
が
得
ら
れ
る
。
北
海
道

の
農
牧
適

地
三
三
〇

万
㎞

の
う

ち
五
〇

・
五
%
が
火
山
性
土
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
生
物
活
動

は
火
山
噴
出

物

の
理
化
学
性

、
堆
積
様
式
、
土
壌
化
過
程
な
ど

に
よ

っ
て
強

く
規
制
さ
れ

る
。

こ
の
法
則
性

を
適
確

に

つ
か
み
正
し
く
応
用
す
る
こ
と
が
自
然
保
護
な

の
で
あ
る
。

生
物

に
と

っ
て
火
山

の
噴
火

ほ
ど
急
激
な
環
境

の
変
化
は
な
い
の
で
、
火
山

の
噴
火

の
あ
と

に
は
必
ず
突
然
変
異

に
よ
る
新
し
い
種

の
誕
生
が

あ
る
と
前

川
文
夫
氏

(東
大
名
誉
教
授
)
が

主
張

し
て
い
る
。
分
類
学
者
、
土
壌
学
者
、
生
態

学
者

な
ど
が

い

っ
せ
い
に
噴
火
後

の
生
物
相

調
査

に
の
り
だ
し
た

の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が

あ
る
が

、
い
ず
れ
も
火
山
噴
出
物
降
下
初
年
目

の
調
査
が
各

々
の
学
問

の
基
礎

に
重
要
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
科
学
的
な
自
然
保

護

を
自
然
保

護
学
と

い
う
な
ら
ぽ
、
北
海
道

の
地
表
面

の
う

ち
の
か
な
り
な
部
分

を
占

め
る
火
山

性
土

の
自

然
保
護

の
基
礎
と
な
る
噴
火

一
年
目

か
ら
の
生
物
相

の
変
化
を
考
察
す
る

こ
と
が

必

要
で
あ
ろ
う
。

植

生

の

被

害

火
山
活
動

に
よ
る
植
生

の

一
次
被

害

に
は
、
図

一
の
よ
う
な
も

の
が
あ

る
。
爆
風

に
よ
る
倒
伏

は
噴
火

口
か

ら
至
近
距
離

に
あ

る
範
囲

に
限
ら
れ

る
が
、
有
珠
山

の
場
合

に
は
、
新

し

く
火

口
に
な

っ
た
と

こ
ろ
ま
で
植
生

が

あ

っ
た

の
で
、

こ
の
被
害

は
大
き

い
。
火
山
放
出
物

の
う
ち
火
山
灰

の

付
着
と

い
う

の
は
、
雨
と
共
に
降

っ

た
火
山
灰
が
葉

の
上

に
モ
ル
タ
ル
状

に
付
着
す
る

こ
と
を
さ
す
。
こ
れ
は

落
葉

・
落
枝

の
原
因

に
な

っ
た
ば
か

り
で
な
く
、

ひ
ど

い
と

こ
ろ
で
は
火

山
灰

の
重
さ
で
幹
折

・
わ
ん
曲

・
倒

有珠山火山活動と植生被害図1

倒 伏

幹 折火山弾

幽
塵
圏

付 着

堆 積

團
泥 流

軽 石

火山灰

爆 風

火山放出物

爆 発

火

山

活

動

團
噴 煙

崩・ 壊

画
地盤移動地殼変動
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伏
に
至

っ
た
も

の
も
あ

っ
た
。
有
珠

山
で
は
噴
火
後

四
年

た

っ
た
現
在

で
も
地
殻

変
動
が
続

い

て
お
り
、
泥
流

や
崩
壊

の
危
険

を
大
き

く
し
て
い
る
。
噴
煙
が
多

い
と
き

に
は
、
亜
硫
酸

ガ
ス

な
ど

の
有
毒

ガ
ス
に
よ

っ
て
植
生

は
被
害
を
受
け

る
。

噴
火

に
よ
る
植
生
被
害

で
は
、
図

一
の
直
接
的
被
害

の
ほ

か
に
二
次
的
被
害
も
問
.題
と
な

る
。

国
際
学
会

で
有
珠
山

の
噴
火
災
害
を
報
告

し
た
と
き

に
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ

ソ
ト

ン
州

の
セ
ン
ト

ヘ
レ
ン
ズ
山

の
噴
火
被
害

を
調
査

し
て
い
る
研
究
者

か
ら
、
有

珠
山
噴
火

に
よ
る
二
次
被
害

の

現
状

を
質

問
さ
れ
た
が

、

セ
ン
ト

ヘ
レ
ソ
ズ
火
山

の
よ
う

に
広

い
範

囲
に
降
灰
が
あ

っ
た
と

こ

ろ
で
は
、
森
林
地
帯
に
虫
害

や
病
害
が
大
発
生
す

る
と

い
う
二
次
被
害
が
問
題

に
な

っ
て
い
る

と

い
う
。
肩
珠
山
で
は
調
査

し
て
い
な

い
と
返
答

し
た
と

こ
ろ
、
逆

に
意
外
な
顔
を
さ
れ
た
。

森
林

の
規
模

の
ち
が

い
で
あ
ろ
う

。

リ

モ

ー

ト

セ

ン

シ

ン

グ

に

よ

る
被

害

解

析

火
山

の
噴
火
被
害

の
よ
う

に
広
範
囲

で
突
発
的

に
起

こ
り
、
し
か
も
接
近
し
て
地
上
調
査
が

写真1MSSデ ータの:FMク イ ックル ッカ

ー映像 毛ザ イク写真(約25㎞ ×50㎞)

原 因はCH.11に 赤 、CH.9に 緑、CH.5に 青

を発色 させたカラー写 真(造船振興財団提供)

む
ず

か
し
い
場
合

に
は
、
上
空
か
ら
の
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ

(
遠
隔
探
査
)
が

有

効

で

あ

る
。
有
珠
山
の
噴
火

に
際
し
て
も
宇

宙
衛
星
ラ

ソ
ド

サ

ッ
ト
か
ら

の
デ

ー
タ
や
何
回
か
飛
行
機

を
と
ば
し
て
え
ら
れ
た
デ

ー
タ

の
解
析

に
よ

っ
て
被
害
調
査
を

お
こ
な

っ
た
。
写
真
e
は
飛
行

機

か
ら
測
定
し
た
地
表
面

か
ら

の
波
長
別
電
磁
波
を
合
成

し
て
映
像
化
し
た
も

の
で
、
近
赤
外

領
域
と
熱
線
領
域
と
可
視
光
線
領
域

と
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
噴
火
ご
と

の
火
山
灰

の

降

下
し
た
跡
を
追
う

こ
と
が
で
き
、
正
確
な
降
灰
分
布
図

を
か
く
こ
と
が
で
き
た
。

森

林

被

害

国
有
林

の
被
害

の
推
移
を
表

一
に
示
し
た
が
、

一
九
八
○
年

に
至

っ
て
も
激
害
区
が
増

え
て

い
る
の
は
、
噴
火
時

に
受
け
た
被
害
が

有珠山における森林被害の推移表一1

面 積1%

13.1

被害区分

微

軽

中

激

1978.9!

面 積%

hα

75.15.7

297.0122.5

49.7037.6

452.334.2:
1

1979.9

面 積%

hα}

210.1115.9

339.6125.7

273.520.7

498.2137.71

1980.8

面 積i

cm

173.1

354.1

214・11

580.1

354.1

214.1

580.1

26.8

16.2

i43.9

1,321.4100.01,321.4100.01,321.4100.0計

回
復

に
向

わ
ず

に
衰
退

か
ら
枯
死

に
ま

で
い

っ
た
た
め
と
、
噴
煙

に
よ
る
被
害

が
進
行

し
た
た
め
で
あ

る
。
同
じ
降
灰

程

度

の
と
こ
ろ
で
、
樹
種

の
ち
が

い
に

よ
る
被
害
度

の
差
を
示

し
た

の
が
表

二

で
あ
る
。
カ
ラ

マ
ツ
は
被
害
を
受

け
や

す
く
、
ト
ド

マ
ツ
が

こ
れ
に
次

い
だ
。

国
有

林
で
は
ト
ド

マ
ツ
が
多

い
が

、
右

珠
周
辺

の
民
有
林
で
は
七
〇
%
が

カ
ラ

マ
ツ
で
あ

っ
た
。
外
輪
山

の
上

の
ほ
う

と
火

口
原
内

は
落
葉
広
葉
樹
林
で
あ

っ

た
。
火

口
に
近

い
と
こ
ろ
で
は
幹

折
れ

枝
折
れ
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
再
生

は
し
て
い
な

い
。
落
葉
程
度

の
被
害
で

は
数
週
間
で
新
葉
が
出
て
い
る

(
表
三

四
)
。
く
り

か
え
し
落
葉

し
た
も

の
は
、

衰
弱

し
て
、
枯
死

に
至
る
も
の
が
あ

っ

た
。
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林

床

植

生

林
業
試
験
場
造
林
第
二
研
究
室

で
は
、
有
珠
山
国
有
林
内

に
固
定
調
査
地
を
も
う
け
、
ど

の

よ
う

に
し
て
元

の
よ
う
な
安
定
し
た
森
林

に
再
生

し
て

い
く
の
か
。
そ

の
移
り
変
り

の
過
程

を

調

べ
て
い
る

(
表
五
)
。

火
山
噴
出

物

の
厚

さ
が

ニ
メ
ー
ト

ル
以
上

も
あ
る
と

こ
ろ
で
は
ま
だ

植
物

の
生
育
は
な

い
。
B
I
地
点

に
出
て

い
る
草
本
類

は
、
後

で

の
べ
る
が
飛
行
機

に
よ
る
種

子
散
布

で
生
え
た
も

の
で
あ
る
厚
。
さ
四
〇
～

五
〇

㎝
の
堆
積

で
は
木
本
類
や

つ
る
類
が
増
加

し
、

オ
オ
ブ

キ
と
オ
オ
イ
タ
ド
リ
が

旺
勢

な
生
育

を
し
て
い
る
。
五
～

六

㎝
の
厚
さ

の
と
こ
ろ

で
は
さ

ら
に
種
類
数
が
増

し
、

ツ
タ
ウ

ル
シ
、
ク
サ
ソ
テ

ツ
、

オ
オ
ウ
バ

ユ
リ
な
ど

の
宿
根
性

の
植
物
が
、
旧
表
土
か
ら
の
び
て
生
育
し
て
い
る
。

土

壌

樹種のちがい によ る被害 降灰:量5～10c加(旭 浦)表一2

ア カ ェ ゾ マ ツ

3

15

3.6

7.O

SSE

11

%

4

6

2

10

78

カ ラ マ ツ

1

10

2.5

8.2

E

17

%

46

54

ト ドマツ

4

15

3.8

7.4

SE

15

%

5

18

樹 種

査 地 番 号

齢

均 樹 高m

均胸高直径cm

面 方 位

　 し 　 　

局m

直 径cmヒ

方 位

斜

馴

割
劉

調

林

平

平

斜

傾

…
害

一

被

(森 田,1977)

植
物
が
生
育
す
る

の
に
は
土
壌
が
必
要

で
あ

る
が
、
土
壌
も

ま
た
生
物

に
よ

っ
て

つ
く
ら
れ

て
い
く
。

新

し
く
噴
出
し
た
火

山
灰
が
ど

の
よ
う
な

過
程

で
土
壌
化
し
て

い
く

の
か
は
、
火
山

性
土

の
多

い
北
海
道

に
と

っ
て
は
重

要
な

こ
と
で
あ
る
。
噴
出

物

の
化
学
組
成
は
表

六
の
よ
う

で
あ
る
。

と
く
に
有
害
な
物

質

を
含
む
も

の
で
な
く

硅
酸
質

の
多

い
ふ
つ
う

の
火
山
灰
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
ま
ま

で
は
植
物

の
生
育

に
必
要

な
窒
素
、
燐
酸
、
ヵ
リ
分

に
と
ぼ
し
く
、
イ
オ

ソ
濃
度
が
高
く
ア

ル
カ
リ
性

で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
植
物

は
生
育
で
き
な
い
。
経
年
変
化
を
調
査

し
た
結
果

に
よ
れ
ぽ

、
水
溶
性
イ
オ

ソ
が
急

速

に
減
少
し
、
囲
も
低
下

し
た
。

土
壌
動
物

の
変
化
を
調
査

し
た
結
果

に
よ
れ
ば

、
個
体
数
は
噴
出
物

の
堆
積
量
が
多

い
ほ
ど

減
少

し
て

い
る
が
、
出
現
種
類
数

は
差
が
な

か

っ
た
。
全
体
と
し
て
表
層
活
動
性

の
も
の
が
少

な
く
、
地
中
活
動
性

の
も

の
が
多

か

っ
た
。
火

口
原
内

で
土
壌
動
物
を
調
べ
た
と

こ
ろ
生
息
が

確
認
さ
れ
た
。
噴
火
後
あ
ま
り
日
数
が

た

っ
て

い
な

い
噴
出
物
中

に
土
壌
動
物
が

い
る
と

い
う

こ
と
は
、
埋
没

し
た
旧
表
土
か
ら
早
く

に
移
動
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
堆
積
後

一
年
間

の
土

落葉広葉樹林の 被害(407林 班)表一3

カ ェ デ
}一 一『}一

1

0{

11i

li

61

18

被 害 本 数

イタヤ ダケカ1知 引 その他
i

㍉1

思

キ

5

6

1

0

12

一セー1

。1

5}

11

.13i

比
一』

率計

%

5!8
31i49
2i3

40251

醇二迦
(森 田,1977)

＼
＼

＼

被害形熊∵ ナギ

＼州 種
ド。畢

根酬
幹 折 れ}

幹湾酬
枝 折 れi

0

4

0

6◎

m
.
計

噴火2カ 月後における主な落葉広葉樹
の新葉の再生状態

表一4

開葉本数率[ 樹 種
%

5。 一ドガ ゼ ∵ 一一司

89ノ 、 ノレ ニ レ'1

60」 ア ズ キ ナ シ!

25ナ ナ カ マ ド}

33カ ソ ボ クi

1開 葉本数率

%

100

100

100

0

100

(森 田,1977)

種樹

ド 官 ヤ ナ ギ

イ タ ヤ カ ェ デ

ダ ケ カ ソ バ

ケヤ マハ ン ノキ

ェ ゾヤ ーマザ クラ
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壌
微
生
物

の
変
化

で
は
、
堆
積
量

の
少
な

い
と
こ
ろ
で
は
表
層

か
ら
細
菌
と
糸
状
菌

の
回
復
が

み
ら
れ

、
堆
積
量

の
多

い
と
こ
ろ

で
は
下
層

か
ら

の
放
線
菌

の
回
復
が

目
立

っ
た
。

航

空

播

種

に

よ

る
緊

急

緑

化

有

珠
山
外
輪
山

の
国
有
林

二
五
㎞
、
道

有
林

一
四
二
㎞
で
航
空
散
布

に
よ
る
緑
化
工
事
が
行

わ
れ
た
。
火
山
噴
出
物

の
堆
積
が
厚
く
在
来
植
生

に
よ
る
急
速
な
回
復
が

む
ず

か
し
い
場
所
で

こ
の
ま
ま
で
は
泥
流
と
な

っ
て
山
麓

に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ

た
の
で
、
泥

流
発
生
を
抑
え
る
目
的

で
緊
急
草
本
緑
化
が
考
え
ら
れ
た
。
散
布

し
た
種
子
量

を
表
七

に
示
し

た
が
、
牧
草

地
に
播
種
す
る
量

の
約
十
倍

の
量
を
使
用
し
、
肥
料
も
多
く
使

っ
て
い
る
の
で
、

有珠外輪山尾根航空播種地、 ヨモギが130c釦 くらい

にのびている。(1981・8・6)

写真2

有 珠 外 輪 山尾 根 航 空 播 種地 、 ケ ン タ ッキ ー31フ ェス

ク、 ク リー ピン グ レ ッ ドフ ェス クが 旺 勢 に 繁 茂 して

い る。(1981・8・6)

写真3

播
種
当
年

か
ら
生
育
が

よ
か

っ

た
。
播
種
翌
年

の
夏

に
調
査

し

た
被
度

を
表
七

に
示
し
た
が
、

牧
草
類

の
被
度
が
八
○

%
を
占

め
て

い
る
。
昭
和
五
十

六
年
八

月

六
日
、
草
地
生
態
研

究
グ

ル

ー
プ

(代
表

・
沼
田

真
千
葉

大
教
授
)

で
現
地
調
査

を
行

っ

た
が

、
ケ

ン
タ
ッ
キ

ー
3ー
フ
ェ

表一5固 定調査地の林床植物出現種類の変化

　 　 　 　

調査}総 出現種数1木 本類種数!草 本類種数■ つる類種数
　

年 度No.%No.%No.%No.%
　ド ー一 一`一 … 「}… 　… 一一　}一 　 　 一…一噂　 へ} 1-

49100i1530.63061.248.21979

1980160i1002338・33355・046・7

19791211001152.4733.3314.3

19801251001456.0832.0312.0

　

1噴 出物 の

調 査 地

厚 さ(cm)

B.:皿5～6

B.IV40～ ・50
Q
U

AU

AU

(U

(U

100

100

[
一

5

6

0

0

AU

(U

AU

(U

19795…100

100～1201

19806100
i

19700-

200<
19800…

B.1

B.1【

ス
ク
と
ク
リ
ー
ピ

ン
グ

レ
ツ
ド

フ
ェ
ス
ク
の
生
育
が

旺
盛

で
、

こ
の
二
種
で

ほ
ぼ

一
〇
〇

%
の
被
度
が
あ

り

、
さ
ら

に
ヨ
モ
ギ
が
群
状

に
生
育

し
て
い
た

(写

二
、
三
)
。
真
昭
和
五
十
五
年
、
五
十
六
年
と
追
肥

を

行

っ
て
お
り
、
草
本
群
落
と
し
て
は
過
繁
茂

の
状
況

に
あ
り
、
か
え

っ
て

一
斉
枯
死

の
危
険

を
は
ら
ん
で
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い
る
と
判
断
さ
れ
た
。

航
空
緑

化
の
成
果
と

し
て
は
、
次

の
よ
う
に
整

理
さ
れ

る
。
0
種

子
の
供
給
が

期
待

で
き
な

い
広

い
範
囲

の
荒
廃
地

の
緑
化
に
成
功

し
た
こ
と

(写

真
四
)
、

㊤

地
表
面

を
草
本
植
生
が
厚

く
覆
う

こ
と
に
よ
り
、
雨
滴

の
衝
撃
を
や
わ
ら
げ
火

山
灰
の
流
出
を
抑
え
た
こ
と
。
㊤
植
物
根

に
よ
り
火
山
灰
表
層

の
透
水
性
が
増
し
た
こ
と
。
@
火

山
灰
層
下

の
旧
表
土
よ
り
永
年
生

植
物

(
オ
オ
イ

タ
ド

リ
、
オ
オ
ブ

キ
、

ス
ギ
ナ
な
ど
)

の
再
生
が
容
易

に
な

っ
た
こ
と
。

こ
れ
に
対

し
て
緊
急
緑
化

の
マ
イ
ナ

ス
と
考
え
ら
れ

る
点
を
あ
げ
る
と
、
e
在
来
種
で
は
な

い
ク
リ

ー
ピ

ン
グ

レ

ッ
ー3

フ
ェ
ス
ク
、
ケ
ソ
タ
ッ
キ
ー
3ー
フ

ェ
ス
ク
な
ど
が
繁
茂
す
る
こ
と
に
よ
り
、
植
生

景
観
が
自
然
公
園
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。
O
草
本
類

の
被
度
が
高
す
ぎ

て
、
木
本
類

の
天

然
更
新

(自
然

の
ま
ま
で
再
び
木
が
生

え
て
く

る
こ
と
)
が
悪

い
こ
と
。
急
速
な
緑
化

の
利
点

中央が外輪山陵線,左 側火ロ原,右 側航空は種による緑化地写真4

と
欠
点

と
は
背
中
あ
わ
せ

の
関
係

に
あ
り
、
欠
点

を
補

い
な
が
ら
成
功
さ

せ
る
と

い
う
性
質

の

も

の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
緊
急
緑
化

の
利
点

を
少

し
削

っ
て
で
も
欠
点

を
な
く
す
方
策

を
考

え

る
と
す
れ
ぽ
、
地
覆
力

は
劣

っ
て
も
イ
ネ
科
草
類
を

へ
ら
し
て
オ
オ
ィ
タ
ド

リ
、
オ
オ

ヨ
モ

ギ
な
ど
を
使

う

こ
と
と
、
追
肥
は
や
め
て
過
繁
茂

に
な
ら
な

い
よ
う

に
す
る
な
ど

で
あ
ろ
う

。

緊
急
緑
化
用
草
種

の
導
入
と
同
時

に
シ
ラ
カ

ン
バ
、

ケ
ヤ

マ
ハ
ソ
ノ
キ
、
ド

官
ノ
キ
な
ど

の
種

子
を
散
布
す

る
な
り
、
挿

し
木
な
ど
を
こ
こ
ろ
み
て
も
よ

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

お

わ

り

に

有
珠
山

は
支
笏
洞
爺

国
立
公
園

に
含
ま
れ
る
景
勝

の
地

で
あ
り
、
山
麓

に
は
洞
爺
湖
温
泉
、

壮
瞥
温
泉
な
ど

の
観
光
地
も
あ

っ
て
泥
流

の
防

止
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
航
空
機

か
ら

の
種

表一6'77有 珠山噴出物の化学組成

成 分1平 均 値 ±δ

Na20

MgO

A1203

Sio2

P205

K20

CaO

Tio2

MnO

% 4.06±0.34

1.57±0.35

15.46±0.62

65.34±1.93

0.145±0.010

0.86±0.054

4.91±0.58

0.51±0.041

0.169±0.007

0.51±0.041

0.168±0.007

5.63±0.81

0.99±0.66

17.5±7.95

87.3±2.75

(山 崎,1978)

TotalFe203

1g:Loss

Cu(ppm)

Zn(ppm)

表一7は 種量と翌年の生育状況

種 類

ケ

ホ

カ

ヨ

イ

項 目 、種彊kg/hα/搬%庫 丈m

ソ タ ッ キ ー フ ェ ス ク

ク リー ピ ング レ ッ ドフ ェ ス ク

ワ イ ト ク ロ ー ノミ

ナ ダ ブ ル ー グ ラ ス

モ ギ

タ チ ハ ギ

82

35

23

20

18

23

52

18

5

4

9

1.2

1.0

0.3

0.5

1.0

52



写 真5大 噴 火 後13日 目

(1977・8・22)の 第4噴 火 口付 近 。 断 層 は 有珠 新 山 に 向

う地 殼 変 動 に よる もの。

火 口原 内 の 植 生 は完 全 に 破 壊 され た 、今 後 どの よ うに し

て 回復 してい くの だ ろ うか 、 自然 保 護 の問 題 で あ る。

子
散
布

に
よ
る
緊
急
緑
化

は
泥
流
を
止
め
る
こ
と

に
は
効
果
が

あ

っ
た
。
噴
火
当
初

は
四
〇

㎜

く
ら

い
の
雨
で
も
火

山
灰
が
流
れ
出
し
て
い
た

の
に
、
緑

化
工
事
が
終
了
し
て
か
ら
迎
え
た

二

〇
〇

㎜
と
い
う
記
録
的
な
大

雨

(
一
九
八

一
年
八
月
)

で
は
泥
流

の
大
発
生
が
な

か

っ
た
。
緑

化
用
草
本
植
物
は
当

然

の
こ
と
な
が
ら
旺
勢
な
繁
茂

を
し
て
、
地
表
面
を
被
覆
す
る
性
質

を
も

っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
植
物
群
落

の
遷
移

上

マ
イ

ナ

ス
に
働
く

こ
と
が

心
配
さ
れ
る
(註
)
。

有
珠
外
輪
山
は
、
景
観
上

か
ら
も
治
山
上
か
ら
も
落
葉
広
葉
樹
林
で
お
お
わ
れ
る
こ
と
が
望

ま

し
い
。
現
在

の
よ
う

に
密
度

の
高

い
草
本
群
落

の
と

こ
ろ
で
は
、
樹

林
化
が
遅
れ
る
と
み
ら
れ

る

の
で
何
ら
か

の
措
置
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
植
生
回
復

の
た
め

の
科
学
的
根
拠
は
、
本
来

「
自

然
保
護
研
究
所
」

の
よ
う

な
と

こ
ろ
で
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
な

の
だ
が
、
残
念
な

が

ら
わ
が
国

に
は
こ

の
よ
う

な
研
究
機
関
は
な
い
。
変
化

の
激
し

い
日
本

の
自
然
を
相
手

に
自

然
保
護
を
考
え
る
と
き

に
は
、
専
門

の
研

究
機
関
が
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
を
有
珠
山

の
植

生
回
復
問
題
が

示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
自

然
保

護

の
立
場
か
ら
ど

の
よ
う
な
植

生
が

の
ぞ
ま
し
い
の
か
を
判
断
し
、
そ
の
た
め

の
管

理
技

術
を
き

め
て
い
く
こ
と
が
自
然
保
護

施
策
で
あ

っ
て
、
正

し
い
自
然
保
護
作
業
が
と
ら
れ
る
よ
う

に
研
究
面

か
ら
も
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

註

植

生
遷
移
と
自
然
保
護

植
生
遷
移
と
は
、
あ

る
場
所

の
植
生
が
時
間

の
経
過

と
共

に
変
化
し
て
い
く

こ
と
を

い
う
。

植
生

の
な
り
た
ち
を
左
右
す

る
も

の
は
、
光
や
温
度

の
気
象
条
件
、
水
や
養
分

の
土
壌
条
件

な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

っ
て
単
純

で
は
な
く
、
植
生

の
ほ
う
か
ら
も
環
境

因
子

に
影
響

を
与

え
、
光
条
件
や
土
壌

の
条
件
を
自

か
ら
変

え
て
い
く

の
で
、
年
数

が
た
つ
と
草
原

で
あ

っ
た
と

こ
ろ
が
、
う

っ
そ
う
と
し
た
森
林

に
ま
で
変

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
あ

る
植
生
を
自
然
保

護
上
重
要
だ
か
ら
保
護
を
し
た

い
と
い
う
場
合
に
も
、

そ
の
植
生
が
そ
の
ま
ま

の
状
態

で
続
く

と
は
限
ら
な
い
。
現
在
あ
る
植
生
の
構
成
と
、
そ
れ
を
と
り

ま
く
環
境
条
件
と
か
ら
、
将
来
ど

の
よ
う
に
遷
移
し

て
い
く
か
を
予
測
す

る
こ
と
は
む
ず

か
し
い
が
、
生
態
学

の
重
要
な
分
野
と

し
て
最
近
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を

と
り

入
れ
て
科
学
的

に
自
然
保
護

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
林
業
試
験
場
北
海
道
支
場
)
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